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地質ニュース 660号

1．はじめに

40万分の1予察地質図シリーズの第1号「予察東北
部地質図」に引き続いて，1882年には同シリーズ第2
号「予察東部地質図」の調査がスタートする（山田,
2008）．この年は，農商務省農務局地質課から同省地
質調査所（初代所長は和田維四郎）が誕生した記念
すべき年であり，新たに東京大学地質学科の卒業生
2名（翌年にさらに2名）を迎え，ようやく充実したメン
バーによって地質調査事業が推進されることになっ
た．
「予察東北部地質図」（Naumann et al., 1886）は地
質学的にほとんどゼロの状態からE. ナウマンら少数
の地質家の踏査に基づいて作られたものであるが，
「予察東部地質図」の場合はこれと事情が異なる．こ
の地域は首都東京の周辺であることから，日本への近
代地質学導入の当初から種々の調査が行われ，また
東京大学地質学科の卒業論文のフィールドに選ばれ
ることも多かった．「予察東部地質図」に関係した地
質家は延べ10人に及び，編集者も途中でナウマンか
ら原田豊吉に変更になっている．
本稿では，最初に1870年代におけるこの地域の調
査研究を紹介し，続いて1882年に始まる「予察東部
地質図」の調査の経緯を述べ，次に1887年に出版さ
れた同地質図の概要を紹介し，続いて同地質図にお
ける地質区分と地質分布を解説し，最後に同地質図
の持つ意義について考察する．原著引用部分に対す
る補足説明は［ ］で示した．地質調査所職員の入退
所年・月は地質調査所職員録作成委員会（1983）によ
った．本稿では20万分の1地質図幅は単に地質図幅
と呼ぶ．なお，ナウマンの諸論文については山下昇
による完訳があるので，それによったが，引用に際し

ては“ナウマン（1877）”のように原著の発表年をもっ
て示した．

2．「予察東部」地域における1870年代の調
査・研究

ナウマンは，来日した1875年（明治8年）の11月（文
部省金石取調所配属時代）に，早くも，東京－高崎－
追分－浅間山－千曲川－野辺山原

のべや ま は ら

－平沢－甲府のルー
トで第1回の地質調査旅行を行っており（第1図のル
ート1），この旅行が後年のフォッサマグナ発見の端緒
となる（ナウマン, 1893b）．ナウマンはその翌年には
東京開成学校の教授に，さらに東京大学の教授に就
任するが，同年7月には東京－高崎－追分－高野－
八郡
やごおり

－滝ノ湯－上諏訪－大町のルートで第2回の調査
旅行を行い（第1図のルート2），フォッサマグナの中央
部を横断している（同上）．
1877年1月～2月には，ナウマンは和田維四郎

つなしろう

・J.
ミルンらと共に噴火活動中の伊豆大島を訪れており，
この時の観察が日本における近代火山学の発祥とな
った（ナウマン, 1877）．ナウマンはその後も，磐梯山
（1878年），草津白根山（1882年）などに登り，これら
の火山の水蒸気爆発について記述している（ナウマ
ン, 1893a）．
1877年4月～5月には，ナウマンは東京－岩田村［市
川市］－木下

きおろし

－荒野村［銚子市］－成東
なるとう

－大多喜－木更
津のコースで房総半島を一周している（ナウマン,
1879；第1図のルート3）．この時，長南付近で二枚
貝，腹足類，ウニなどの化石を含む地層を観察し，そ
れを第三紀のものと考えた．この地層は今日の上総
層群に当たる（杉原・横山, 1981）．
1878年の4月には，ナウマンは高崎－甘楽

かん ら

－秩父－
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第1図 「予察東部」地域におけるナウマンの調査ルート
（太線），地質図幅の図名・図画（灰色）および関
連地質図（A～D）の位置．
ナウマンの調査ルートはナウマン（1887b）の付図
“Sketch Map of Japan showing the routes of Dr
Edmund Naumann's Journey”による．ルート番
号1～5は本文参照．地質図幅は1888年以前に
出版されたものに限定．破線（灰色）は旧国境
を，灰色部は甲斐国の範囲を，斜体の文字は主
な山脈・山地名を，黒い三角印は主な火山を，
それぞれ示す．
A：常北地質図（巨智部, 1882），B：安房地質図
（富士谷, 1882），C：富士大井両河間地質図（横
山, 1885），D：富士四近地質図（鈴木, 1886a），
Ak：赤城山，As：浅間山，Ba：磐梯山，Fu：富
士山，Na：那須岳，Os：大島，Sh：白根山，
Ya：八ヶ岳．

多摩－山梨のコース（第1図のルート4）で関東山地を
北から南へと横断し，同年7月～8月にはさらに広く，
東京－中仙道－秩父－信濃－甲斐－相模－中仙道－東
京のコースで旅行している（フォッサマグナミュージア
ム, 2005）．
一方，ナウマンと和田維四郎の建議によって1878

年5月に新たに内務省地理局に設けられた地質課で
は，まず，和田維四郎と高島得三［後の高島北海］に
よる山梨県の調査を試験的に行った．試験調査のフ
ィールドとして山梨県が選ばれたのは，首都東京に近
く，かつ比較的狭い地域に多様な地層・岩石が出現
するためであったろう．この結果をとりまとめた「山梨
県地質取調報告」（和田, 1879）には「甲斐国地質略
図」が付いており，これが地質課発行の地質図第1号
となった（第2図）．
「甲斐国地質略図」では実測等高線で描かれた地
形図を基図とし，調査ルート沿いに観察された地層・
岩石（6種類）が分類，塗色されているが，空白部も多
い．しかし，本図の地質凡例を現今のそれ（上から，
第四紀火山岩類，中・古生層，新第三紀火山岩類，
同堆積岩類，花崗岩類，結晶片岩）に読み替えてみ
ると，本図の内容は大綱において現在も通用する．
和田維四郎は日本近代鉱物学の開拓者として知られ

第2図　甲斐国地質略図（和田, 1879）．
原図の縮尺はおおよそ40万分の1．原図では経
線方向が斜めになっているので，これが上下方
向になるよう地図を回転した．経度には仮の数
字が入れられている．原図では調査ルート沿い
に彩色が施されており，これに未調査部も合わ
せて，模様書き地質図としてリライトした．山岳の
名称（八箇嶽・白北嶽）やその位置（仙丈嶽・駒
嶽など）は，現今のものとは若干異なる．
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ているが，フィールドジオロジストとしても抜群の力量
を持っていた．
1879年には，地質課は神奈川県・静岡県下の地質
調査を行い，「静岡県管下伊豆国地質取調報告」（橋
爪・和田, 1879）を出している．この報告には縮尺約
10万分の1の地質概測図と2本の地質断面図が付い
ている．地形実測図がなかったために，海岸は伊能
図などに基づき，半島内部は著者らが実測したが，正
確なものではないと断っている．本報告では伊豆半
島の地質を下位から，「古層期鎔結石」（diabase, tuff,
porphyryなど），「古層期煤層」，「テルシャリ上期火山
石」，「同下期火山石」，「テルシャリ層」，「沖積層」に分
けた．「古層期煤層」上部に含まれる有孔虫をFusuli-
naと誤認した（後述）ために，「古層期鎔結石」も古生
層と考えた．
和田はこのような甲斐や伊豆の調査を通して，後

の地質図幅調査の方法，必要な調査日数，説明書の
スタイルなどを考えたものと思われる（地質調査所百
年史編集委員会, 1982）．
1879年7月には，ナウマンの指導の元に上野国南

西部（甘楽
かん ら

地方）を卒業論文で研究した小藤文次郎
が東京大学理学部地質学科の第1期生として卒業し，
勧農局地質課に入る．小藤は地質課で手取川流域の
地質調査を行うが，1881年から3年間ドイツへ留学す
る．1884年には東京大学教授に就任し，1886－1887
年には「予察西部地質図」の調査に加わっている．

3．「予察東部地質図」の調査

「予察地質図」作成の趣旨および全体計画につい
ては前報（山田, 2008）に述べた．
1882年に「予察東部地質図」の調査がスタートした
時，それを担当した地質家メンバーは，技師長のナウ
マン以下，巨智部忠承

こ ち べ た だ つ ぐ

，山下傳吉，坂
ばん

市太郎，西
山正吾，横山又次郎，中島謙造，山田　皓

ひろし

の8名で
あった．
ナウマンは「予察東部」調査2年目の1883年7月に
は，東京－八王子－上野原－谷村［都留市］－上吉田－
富士山－御坂峠－甲府－諏訪－天竜川－東京というコ
ース（第1図のルート5）で，フォッサマグナへの第3回
目の大旅行を行った（ナウマン, 1893b）．この旅行で
ナウマンは，後に御坂層と呼ばれる緑色の凝灰岩，
閃緑岩，古い粘板岩，猿橋の富士溶岩流などを観察

した後，富士登山を敢行し，その後，御坂峠を越え，
閃緑岩地帯を横切って甲府に着いている．
ナウマンは1883年と1884年に中国・四国・九州へ
の大旅行を行っている．これは，日本滞在中に日本列
島全体の地質をまとめたいという考えがあってのこと
だろう．しかし，2度にわたる雇用契約延長の後，
1885年6月にはドイツに帰国する．この年に10年にわ
たる日本での研究活動の成果をまとめて，ベルリンで
「日本群島の構造と起源について」（ナウマン, 1885）
を発表する．この論文と同時に提出された地質図
（行方不明）と同じ内容と思われるものが，2年後，縮
尺570万分の1の日本地質図（ナウマン, 1887a, 図版
Ⅴ）として出版される．
後に述べるように，「予察東部地質図」の調査者の

欄にナウマンの名前はないが，この地質図を作るの
にナウマンによる関東山地やフォッサマグナ地域の調
査データが使われなかったはずはない．同図の編纂
を担当した原田が，ナウマンとは異なった考えで同図
を作成した（「小佛古生層」や「富士帯」の提唱など）
ので，ナウマンの名前を除いたのではないだろうか．
ナウマン以外のメンバーの経歴と彼らの「予察東部
地質図」における役割を見てみよう．
巨智部忠承は東京大学に卒業論文「常陸北部」を

出した後，大学の準助教を経て1880年10月に地質課
に入った．1882年には東京大学の「理科会粋」に「概
測常北地質編」を発表する．この論文の付図である
「常北地質図」（第3図）には古層石［古生層］と花崗石
［花崗岩］の詳しい分布が示され，また古層石中の寒
水石［大理石］の層が細かく描かれている．巨智部は
花崗石が基盤であり，古層石はその被覆層であると
考えていた．1885年には磐城白水

しらみず

村［いわき市］～常
陸小豆畑

あずきはた

村［北茨城市］地域の第三紀夾炭層を調査
し，層序関係ならびに含有化石を記載している（巨智
部, 1888a）．さらに，磐城海岸に近い八木沢峠付近
［南相馬市］でジュラ紀の鳥巣

とりのす

式石灰岩を発見してい
る（原田, 脇水訳, 1892）．巨智部はまた，「予察東部地
質図」の出版と相前後して地質図幅「千葉」（1887－
1888），同「上総」（1888b）を出版している．これらの
ことから，巨智部は「予察東部地質図」の調査におい
ても常陸・房総地方を担当したと思われる．しかし，
巨智部は関東山地で古生層の累重関係を示すスケッ
チを残し（ナウマン, 1885），五日市付近で鳥巣式石灰
岩を，また山中

さんちゅう

地溝帯でジュラ紀化石を発見している
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第3図　常北地質図（巨智部, 1882）．
原図の縮尺は10万分の1．原図の内容を簡略化
して表し，地名は一部のみ示した．明朝体の地
名は現在の都市名を示す．

（原田, 脇水訳, 1892）ので，巨智部が関東山地もよく
調査していたことは確かである．巨智部が「予察東部
地質図」（和文版）調査者の筆頭に挙げられているこ
と（後述）も，うなずける．
山下傳吉は東京大学で卒業論文「秩父」を書き，

1880年9月に地質課に入った．山下の担当地域はよ
く分からないが，1882年には入所したばかりの横山・
中島を指導して赤石山脈を調査している（後述）．「予
察東部地質図」発行の翌年には地質図幅「上田」（山
下, 1888）を出版している．山下は「予察東部地質図」
（和文版）では調査者の2番目に挙げられており，貢献
度は高いと思われる．
坂　市太郎と西山正吾は開拓使仮学校出身で，ラ
イマンに師事して北海道地質測量調査などの野外調
査の経験を積み，それぞれ1880年12月と1881年3月
に地質課に入った．この両名は「予察東北部」調査の
際にナウマンに協力して同図の完成に大きく貢献し，
その後も予察地質図作成の有力メンバーになった．
西山が本邦地質図幅第1号の「伊豆」（英文版1884

年，和文版1885年，説明書1886年）を出版したこと
はよく知られている．西山は伊豆半島の地質を下位
から“Diabase porphyrite”，“Quartz porphyry”，“Ter-
tiary”，“Andesite”，“Dacite”に分けた．“Tertiary”の
石灰岩からGlobigerina, Discordia, Rotaliaなどの有
孔虫化石を発見し，それより下位を「中生統」とした．
西山は橋爪・和田（1879）を修正しながらも，岩石の
命名や層序関係ではそれを尊重している（沢村,
1972）．彼は「予察東部」の調査でも伊豆半島一帯を
担当したものと推察されるが，本図北端の米沢付近
の「中生層」も調査している（後述）．一方，坂がどの
地域を分担したのかは，はっきりしない．
横山又次郎，中島謙造，山田　皓の3名は，1881

年度の東京大学の卒業論文でそれぞれ「紀伊」，「鈴
鹿」，「伊勢北部」を書き，横山と中島は1882年7月に
農商務省農務局地質課から独立したばかりの地質調
査所に入所し，山田は1883年に同所に入った．「予察
東部」の調査では，横山と中島は共同で駿河・甲
斐・信濃三国にまたがる赤石山脈を担当した．横山
は後年の回顧録（横山, 1935）の中で，
「ナウマン先生はこの山地を東西南北網の目のよう

に歩いて来いと言われるのだが，行ってみるとそうは

行かない．当時参謀本部の図はまだ出来ていなかっ

た」

と述べ，この時の調査がいかに大変だったかを口述
している．以下，横山（1935）から赤石山脈横断調査
の模様を要約する．
「1882年の夏，横山・中島・山下の3名は，高遠から

三峯川
み ぶ が わ

に沿って市ノ瀬まで行くが，地元で三峯川上流

からの甲州への山越えを反対される．そこで，溝ノ口

へ戻って，戸台の集落へ行き，ここから一行12名（我々

3名，東京からの人夫6名，地元からの3名）で出発し

た．戸台川を遡って山越えにかかり，峠［北沢峠］を越

えて狭い谷に下り，遂に野呂川に出て，そこから狭隘

な野呂川渓谷を苦労しながら下って荒川との合流点

に達し，早川沿いに延々と下って，奈良田の集落に着

いた（ここまで，野営3泊）．奈良田で2日間休養した

後，早川下流の荒倉［新倉］からデンツク峠［伝付峠］

を越えて大井川に入り，西俣を遡行して，峠［山伏
さんぷく

峠］

を越え，大河原に抜け，小渋川を下って飯田に着いた

（ここまで野営2泊）．1884年の夏には，横山はドイツか

ら帰国して間もない原田豊吉と共に，小武川から御座

石を経て鳳凰山に登った．その後，横山は早川支流
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第4図　富士大井両河間地質図（横山, 1885）．
原図の縮尺は40万分の1．原図をほぼ忠実に再
現したが，地質断面図は省略し，地名も最低限
にとどめた．

の雨畑から峠［山伏峠］を越えて，大井川中流の小河

内に抜けた．一方，中島は［小渋川から］赤石岳に登

り，そこから大井川を5日間もかけて下り，千頭
せんず

から遠

山郷に抜けた．」

赤石山脈に登った最初の外国人は英人A. サトウと
A. ホーズの両名であり，それは1881年8月のことであ
った（Satow and Hawes, 1881）．横山らの1882年の
踏査は日本人地質家初の赤石山脈横断といえるだろ
う．

横山はこの時の調査結果を基にして，1885年に「地
学会誌」に「富士大井両河間地質概測記」を発表して
いる．この論文は「概測記」となっているものの，詳細
な地質図（第4図）の付いた立派な報告で，諏訪湖か
ら大井川河口にいたる南北約140kmの広大な地域
の地質を，太古元［太古代］の「伊那系統」（下部の片
麻岩と上部の結晶片岩に2分），古生元［古生代］の
「赤石系統」，中生元［中生代］の「御坂系統」，第三紀
系統，第四紀系統に区分し，また火成岩を花崗
岩， ，安山岩の3種に分けて図示した．横山は，
雨畑付近で「赤石系統」の珪質粘板岩から放散虫化
石を，また富士川沿いの第三系下部からPecten
yessoensis Jay, Pantella sp., Dentalium sp., Scutella
sp.などの貝化石を，また同上部からはPecten sp.,
Pectunculus sp., Mytilus sp., Candita sp.などの貝化石
を発見している．「御坂系統」については命名の根拠
は示されず，後述の鈴木（1886a）の「御坂層」を先取
りしたものと思われる．地質断面図（8本）には，西へ
急斜する中・古生層の等斜構造が示されている．こ
の論文に調査に同行した中島・山下の名前が載って
いないのは不可解である．横山はこの論文を発表し
た翌年には東京大学から3年間のミュンヘン大学留学
に出発する．その後長い間，東京大学教授として古
生物学の研究に没頭するが，彼の地質家としての出
発点は1882－1884年の赤石山脈調査にあった．
中島は「予察東部地質図」と同じ年に地質図幅「静
岡」（中島, 1887－1888）を出版しているので，1884年
以降も赤石山地周辺地域をフィールドとしていたと思
われる．1888年には地質図幅「長野」（中島, 1888）を
出版している．
山田　皓が「予察東部」の調査でどの地域を分担

したのかは分からない．山田は「予察東部地質図」出
版と同年に地質図幅「水戸」（山田, 1887a）および同
「前橋」（山田, 1887b）を出版していることから，「予察
東部」の調査でも北関東一帯を分担したのではない
かと推測される．
1883年10月には，東京大学新卒の鈴木　敏（卒論
は淡路）が入所する．鈴木は「予察東部」の調査で相
模・甲斐・武蔵一帯を分担したらしい．鈴木はこの地
域の調査結果を「地学会誌」に「富士四近地質撮要」
（鈴木, 1886a）として発表した．この論文では，関東山
地南西部から丹沢山地・御坂山地・天守山地にかけ
ての南北約100km，東西約60kmの地域の地質を，
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古生統，中生元の「御坂層」，第三紀層，洪積層，沖
積層，花崗岩，閃緑岩， 岩，輝緑岩，安山岩，富
士焼岩［溶岩］の10種類に分けて，それらの分布を示
した（第5図）．「御坂層」は焼岩および凝灰岩からな
り， 岩・輝緑岩を頻繁に挟む．これを中生元とした
根拠は明記されていない．第三紀層の下部からは
Biloculina sp., Dentalina sp., Nodosaria sp., Cristel-
laria sp.などの有孔虫化石および海藻化石Cymopo-
liaを，また上部からはPecten sp., Ostrea sp., Solen
sp., Dentalium sp.などの貝化石を発見している．富
士焼岩が桂川を流下して大月東方の猿橋に達してい
ることを明示している一方，富士山の山体上部は地
質図で空白になっていた．同論文に引き続いて，鈴
木（1886b）は富士・八ヶ岳両火山の踏査結果を記事
にしている．鈴木は1887年に地質図幅「横浜」・「富
士」を，その翌年には同「東京」・「甲府」を出版し，南
関東およびその西方地域一帯の地質図をほとんど独
力で完成した．
1883年10月には，原田豊吉が長年のドイツ留学お

よびその後のオーストリア国立地質調査所の勤務を
終えて帰国し，地質調査所に入る．原田は「予察東
部地質図」の調査の3年目にこれに加わり（前述），ま
た同図全体の編集に携わった．原田は1884年から東
京大学の教授を兼任する．原田は1885年，地質調査
所から昇格した地質局（局長は和田維四郎）の次長と
して，予察地質図および地質図幅の事業全体の責任
者になる（今井, 1966a）．
原田は，東部・中部・西部の各予察地質図の調査

（名目は「事業巡検」：農商務省地質局, 1890）を通し
て得られた情報や他の地質家たちの多くの資料を基
に，「関東地方及びその隣接地域の地質に関する書
簡（独）」（Harada, 1887；中村訳, 1930），「日本群島の
地質構造区分への一試論（独）」（Harada, 1888），「日
本地質構造論」（原田, 1888），「日本群島地質構造論」
（原田, 1889），「日本群島の地形学的，地質学的考察
（独）」（Harada, 1890）を，矢継ぎ早に発表する．原田
のこの一連の論文については，谷本（1978）および山
下（1993）の紹介・論評がある．
「予察東部」地域を調査した地質家たちの調査歴
を見てゆくと，同地域のうち北部，すなわち三国山
脈・帝釈山脈およびその北方地域をだれが担当した
のか，はっきりしない．山下，坂あるいは山田が担当
した可能性が高いと思われる．原田も全体の編集
上，自ら調査に出向いた可能性もある．
なお，「予察東部」地域に関係した研究として，上記
のほかに，D. ブラウンスと富士谷

ふ じ た に

孝雄の研究を挙げ
ておく．
ブラウンスはナウマンの後任として東京大学教授に
着任し，巨智部・山下・西　松二郎・富士谷らの学
生を育てた．1881年には「東京近傍地質編」（ブラウ
ンス, 1881）を発表する．この論文でブラウンスは関東
地方に産する新生代の膨大な化石群を同定し，また
「武蔵近傍略図」（縮尺：約90万分の1）を作成して，
沖積層と漂積層［洪積層］の区分，横浜・王子・日
立・秩父などにおける第三紀層の分布を示した．横
浜や王子の第三紀層（鮮新統）はその後第四紀層に
改訂される．
富士谷は1881年東京大学地質学科を卒業後（卒業
論文は筑波），すぐ地質課に入り，「予察東北部地質
図」の調査でナウマンに協力したが，翌年には東京大
学の助教授に出向した．富士谷（1882）は「安房地質
図」（第6図）を作成し，この地方の地質を古期岩石，

第5図　富士四近地質図（鈴木, 1886a）．
原図の縮尺は40万分の1．原図をほぼ忠実に再
現したが，地名は最低限にとどめた．
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第三期層［第三紀層］および第四期層［第四紀層］（海
濱砂）に大別した．古期岩石は「変質砂石」・石灰
岩・蛇紋岩などからなる．第三期層は「砂石」と「灰
石」からなるとしたが，それらが何を指すかはよく分か
らない．しかし，主として第三紀層からなる安房国に
蛇紋岩を含む古期岩石（後の「嶺岡帯」の諸岩石）を
発見したことは，「予察東部地質図」にも何らかの貢
献をしたと思われる（後述）．富士谷は1885年に外務
省に出向する．
以上述べてきたように，「予察東部地質図」の調査

は1882年～1884年に地質調査所地質係（1885年か
らは地質局地質課）の総力を挙げて実施され，原田
によって全体の編集が行われた．1886年には，地質
局地形課によって作成された「予察東部地形図」（墨
版）を基図として「予察東部地質図」の印刷原図が完
成し，翌1887年に印刷刊行された．

4．「予察東部地質図」の概要

「予察東部地質図」には和文版と英文版があるが，
地質図の内容は同じである．それぞれ150部印刷さ
れ，印刷費800円であった．また同年「予察東部地形
図」（シュットほか, 1887）も和文・英文でそれぞれ150

部（印刷費300円）出版されている（農商務省地質局,
1890）．
なお，農商務省地質局の「明治20年度図書刊行一
覧」には「東部予察地質図説明書・附図」の項があり，
部数300，印刷費151円50銭と記されている（同上）．
予察地質図には一般に説明書が付けられていない
が，「予察東部地質図」に限っては説明書も印刷され
たことになる．Harada（1887）も「現今，予は関東及び
其の隣接地方の地質叙述に盡瘁して居る．之は日本
地質總図の東部［予察東部地質図］の説明となるべ
きものである」と述べており（中村, 1930），原田が「予
察東部地質図」の説明書を執筆していたことは確か
である．しかし，この説明書はまだ発見されていない．
上記の「刊行図書一覧」には「日本地質論独乙文」
（150部, 16円50銭）もあり，これはHarada（1888）の論
文を指すのであろう．
産総研地質調査情報センター地質資料管理室の貴
重本室には「予察東部地質図」英文版が保管されて
いる．京都大学附属図書館の貴重画像「近代教育掛
図」の「東部予察地質図」も英文版である．金沢大学
中央図書館には同図の和文版と英文版が所蔵されて
いる．以下，主として英文版（Harada et al., 1887：以
下，本図と呼ぶ）に従って，その概要を紹介する（第7
図）．
本図は，縦約122cm，横約80cmの大判の地図で，
地理的には北緯34 3゚0′～38 0゚0′，東経138 ～゚141゜
の範囲を表している．附属諸島としては，佐渡島，大
島，利島が含まれている．行政的には，当時の関東1
府6県，山梨・福島全県および宮城・山形・新潟・長
野・静岡各県の一部からなる．
本図は銅版・多色刷り印刷によって出版された．

当時はこれだけ大判の地図を印刷する機械がなかっ
たので，6枚に分けて印刷し，それらを貼り合わせて
出版された．貼り合わせの部分では地図に若干のず
れが生じている．
本図上部の表題部分には，上から，
GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN
RECONNAISSANCE MAP.
GEOLOGY.  DIVISION Ⅱ．
According to Original Surveys and Designs of
Ichitaro Ban, Tadatsugu Kochibe, Kenzo
Nakashima, Shogo Nishiyama,Toshi Suzuki,
Akira Yamada, Denkichi Yamashita and Matajiro

第6図　安房地質図（富士谷, 1882）．
原図の縮尺はおおよそ17万分の1．原図をほぼ
忠実に復元したが，地名は最低限にとどめた．
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第7図 「予察東部地質図」概略図．
京都大学大学院人間・環境学研究科図書館所蔵「東部予察地質図」（英文版）の電子画像から作成．原図は多色
刷りなのでモノクロ模様書きに改め，細部は省略あるいは誇張した．また破線Aとしてナウマン（1887a）の「大中
央裂線」を，破線Bとして原田（1888）の「中央線」を書き加えた．地名は県庁所在地のみとした．“LEGEND”欄
は“Explanation of Colours”を拡大したもの．その他は第1図参照．
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Yokoyama.
Compiled by Dr. Toyokitsi Harada
Scale 1:400000 of Nature
Flamsteed's Modified Projection
Tokyo, 1887

とある．
地質調査所は1885年に昇格して農商務省地質局

になっていたが，英文では一貫して“Geological Sur-
vey of Japan”の名称を用いている．
“DIVISION Ⅱ”は「東部」を示す．
本図の調査者は，坂　市太郎・巨智部忠承・中島

謙造・西山正吾・鈴木　敏・山田　皓・山下傳吉・
横山又次郎の8名であり，英文版ではアルファベット
順に並べられている．和文版では，本図の右下欄外
に，調査者が巨智部・山下・横山・中島・山田・鈴
木・坂・西山であると記されており，この順は貢献度
の順を示すものと考えられる．本図の編集者（和文
では監修者）は原田豊吉である．
本図の投影法は“Flamsteed's Modified Projection”
と書かれている．しかし，その実態は「予察東北部地
質図」と同様，ボンヌ法によるものであった（山田,
2008）．
本図右隅には地質区分を示す“Explanation of

Colours”がある．第7図ではこれを拡大して図郭外
に示した（次章で詳述）．
その下には伊豆七島および小笠原島の地質図があ
り，縮尺はいずれも160万分の1である．
本図下隅には“SIGNS AND ABBREVIATIONS”
という欄があり，都市，村，道路，鉄道，峠，旧国界，
郡界，鉱泉，温泉，鉱床，鉱山などの諸記号とそれ
らの説明が記されている．その下には，2本のスケー
ルバー（キロメートルおよび里）がある．
本図の左上には磁力観測結果があり，1881年～

1883年の観測による福島・郡山・白河・宇都宮・古
河・東京・静岡・高崎・塩沢・矢板・新潟・相川の各
地点における地磁気偏角，同伏角，同水平成分が示
されている．
本図の右下欄外には，本図の銅版を彫った東陽堂
のT. Kobayashi, B. Kinoshita, S. Takenouchiの3名が
記されている．これが和文版では稲垣勝年・松平信
宝・竹内荘三郎・木下　美の4名となっている．な
お，和文版では以上のほかに，製図を担当したのが
局員の寺本種義・戸川為継であると記されている．

5．「予察東部地質図」における地質区分と地質
分布

本図における地質区分は，凡例の順に，Granite
gneiss（Gn：淡紅色），Gneiss（gn：淡赤色），Crys-
talline schist（A：淡緑灰色），Chichibu System（pn：
灰色），Kobotoke System（pp：淡青色），Mesozoic
（M：濃青色），Jurassic（ju：青色），Cretaceous（cr：
淡緑色），Misaka- Series（ms：青緑色），Tertiary（t：
黄色），Quartery［Quaternary］（白色），Granite（G：
赤色），Diorite（D：青紫色），Serpentine（O：濃橙
色），Diabase（Db：褐色），Porphyry（P：茶褐色），
Porphyrite（P－：濃緑色），Volcanic rock（Vr：濃褐色）
となっており，それぞれ彩色と記号が指定されてい
る．しかし，彩色による識別は必ずしも容易ではなく，
とくに，Gnとgn，ppとjuなどがまぎらわしい．なお
「予察東北部地質図」では火成岩の記号にギリシャ文
字が用いられていたが，本図ではすべて英文字に改
められている．
これらは，Archaean（変成岩類）を最初に，堆積岩
類を次に，火成岩類を最後に置き，それぞれを時代
の古い方から並べている．この方式は「予察東北部
地質図」に倣ったものであるが，本図では新たに，
ArchaeanにGranite gneissとGneissを加え，Palaeo-
zoicをChichibu SystemとKobotoke Systemに大別
し，Mesozoicとは別にJurassicとCretaceousを設け，
またMisaka-SeriesとSerpentineを新設した．これら
の地質区分と名称は原田（1888）のそれとほとんど同
一である．ナウマンが一般的な地質時代区分を基本
としたのに対して，原田は固有名詞を頭に置いた地
層区分を強調したともいえよう．
以下に，各地質区分ごとにそれらの分布，原田

（1888），原田（脇水・石井訳, 1891），原田（脇水訳,
1891；1892）による説明，現今の知見との比較などを
述べる．見出し語の後ろに和文版での用語を示す．
Granite gneiss（花崗片麻岩）
伊那地方および阿武隈山地に分布する．
伊那地方（天竜川上流の東側）のGranite gneiss

は，ナウマン（1885）が「始源片麻岩」と呼び，それと
東側の結晶片岩とを境する直線的な谷が断裂（後の
「大中央裂線」）によって生じたと述べている（第7図
の破線A）．横山（1885）はこれを「伊那系統下部」と
呼び，「或ハ小粒状ニシテ能ク成層スルアリ或ハ粗粒
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状ニシテ花崗岩ノゴトキアリ」と，その特徴を的確に
表現している．原田（1888）は伊那地方のGranite
gneissを「片麻岩系」の一部とし，結晶片岩と共に
「日本南彎表面」を構成するものとした．原田は「日本
南彎表面」と「日本南彎裏面」を境する「中央線」を
Granite gneiss西側の天竜川沿いに引いており（第7
図の破線B），この点が後々まで問題となる（Yabe,
1917；山下, 1993）．本図のGranite gneissは，現今
では領家帯の非持トーナル岩・天竜峡花崗岩などと
呼ばれている片状花崗岩類（尾崎ほか, 2002）に相当
する．
阿武隈山地のGranite gneissは原田（1888）による

「日本北彎表面」の「片麻岩系」の一部である．原田は
巨智部（1882）の「花崗石」のうち片状を呈する花崗
岩をGranite gneissとして区別したのであろう．原田
が阿武隈山地を詳しく調査したことを示す証拠であ
り，その命名には原田のアルプス調査の経験（今井,
1966a）が生かされているのかも知れない．後にKoto
（1893）はこれをカナダローレンシアンのArchaeanの
片麻岩に対比した．しかし，これらの片状花崗岩が先
カンブリア系であるという証拠はその後も発見されて
いない．現今では前期白亜紀の花崗閃緑岩が主体で
あるという考えが有力である（久保ほか, 2003；
2007）．
Gneiss（片麻岩）
主として阿武隈山地に分布する．堆積岩起源の片

麻岩を指す．原田（1888）の「片麻岩系」の一部であ
り，後にKoto（1893）がTakanuki Seriesと呼び，その
後「竹貫変成岩類」として多くの地質家によって研究
された．現今ではジュラ系を原岩とする変成岩類で
あると考えられている（Hiroi et al., 1987）．
なお，本図西端部にもGranite gneissの東縁部に

幅狭くGneissが示されている．これは「鹿塩
かしお

片麻岩」
（原田, 脇水・石井訳, 1891）と呼ばれた．現今では，
花崗岩類・変成岩類を原岩とするマイロナイトである
と考えられている．
Crystalline Schist（結晶片岩）
赤石山脈西部，関東山地北部および阿武隈山地に
分布する．
赤石山脈のCrystalline schistは，横山（1855）の

「伊那系統」上部に相当し，主として緑泥片岩・雲母
片岩・蛇紋岩からなるとされた．
関東山地のCrystalline schistは，ナウマンが1878

年4月の踏査で観察し，小藤が卒業論文で研究した．
ナウマン（1885）はCrystalline schistが関東山地から
赤石山脈，紀伊半島，四国にまで広く分布することを
示し，それらを「始源界」に属すると考えた．原田
（1888）もCrystalline schistをArchaeanの上部として
いる．しかし，Koto（1888）はナウマンや原田の説に
疑問を持ち，時代的裏付けを持たせないでそれを
Sambagawa Seriesと呼ぶべきであると主張した（今
井, 1966b）．現在，三波川変成岩の変成時代は白亜
紀であることは確かであるものの，原岩層の時代は依
然として不確定である．本図におけるCrystalline
schistの分布は，現在の三波川変成岩とその南側に
分布する御荷鉾

み か ぶ

緑色岩類を合わせたものに相当す
る．
阿武隈山地のCrystalline schistは，東縁部の相馬
地方および八茎

やぐき

地方，中央部のいわき地方，南端部
の日立地方にそれぞれ分布する．原田（1888），Koto
（1893）はこれらのCrystalline SchistをArchaeanの上
部に対比した．現今では，相馬地方の「松ヶ平変成
岩類」（黒田, 1963）は先デボン紀，八茎地方の「八茎
変成岩類」（関, 1962）はデボン紀の変成岩類であり，
いわき地方の「御斎所変成岩」（Hiroi et al., 1987）は
ジュラ系，日立地方の「日立変成岩類」（渡邊, 1920）は
石炭系～ペルム系をそれぞれ原岩とする変成岩類で
あると考えられている．
Chichibu System（秩父古生層）
「秩父古生層」の命名は本図が最初である．本図
には，模式地を含む関東山地から，南は赤石山脈，
北は足尾山地南東部，筑波山地，帝釈－三国山地，
飯豊山地まで，広い範囲にわたる「秩父古生層」の分
布が描かれている．
ナウマン（1885）は，関東山地の「古生層」（正確に

はその「上部団」）が角岩［チャート］・硬砂岩［ワッ
ケ］・石灰岩からなる「上部系」と，粘板岩（放散虫粘
板岩を含む）と硬砂岩からなる「下部系」からなると述
べている．
横山（1885）は，赤石山脈から白根山脈，安倍山脈
にかけて分布する「古生元」の「赤石系統」が粘板
岩・砂岩を主とし，石英岩・蛇紋岩・蠻岩［礫岩］な
どを伴い，雨畑村［早川町］室草里

むろぞうり

では紫紅色粘板岩
中に放散虫化石を含むと記した．
鈴木（1886a）は関東山地の「古生統」（正確にはそ

の上部）が砂岩・粘板岩を主とし，クリノイド石灰岩・



山　田　直　利―42―

地質ニュース 660号

放散虫板岩・角岩・珪岩を含むと記した．
原田（1888）は，関東山地の「古生大統」を下部の

「秩父古生層」と上部の「小佛古生層」に分け，前者は
Fusulina，Schwagerinaなどの化石を含む煤炭系［石
炭紀］石灰岩層を挟むが，後者はこれらの化石を産
しないことを強調した．原田（1888）はまた「秩父」・
「小佛」の両「古生層」が東方の足尾山地や八溝山地
へ続き，これらは「日本北彎表面」を構成するもので
あり，「表面」と「裏面」を境する「中央線」は足尾山地
の西側から那須原の方へ延びると考えた（第7図の破
線B）．しかし，ナウマンは，足尾山地は関東山地のよ
うな「外側地帯」に属するものではなく，「内側地帯」
の延長であることを力説しており（ナウマン, 1887a；
1893b），この考え方がKobayashi（1941）以降，一般
的に受け入れられるようになる．現今では関東山地
［外帯：秩父帯］と足尾山地［内帯：足尾帯］の「古生
層」は，いずれも古生代の異地性岩体を含むジュラ紀
付加体と考えられている．
赤石山脈の「秩父古生層」は，現今ではその西縁

部のみが秩父帯のジュラ紀付加体で，他の大部分は
四万十帯の白亜紀～古第三紀の付加体であることが
明らかになっている（Kano and Matsushima, 1988；尾
崎ほか, 2002）．雨畑の放散虫粘板岩は四万十帯のう
ち最も新期の瀬戸川層群中のものであろう．
Kobotoke System（小佛古生層）
「小佛古生層」が最初に命名されたのは本図であ
る．本図には模式地の小佛峠を含む関東山地南部の
ほか，大井川下流部，足尾山地北西部，筑波山地南
部，八溝山地などにもその分布が描かれている．
ナウマン（1885）は，関東山地南部（甲州部分）の

「古生界」が，石灰岩・角岩・礫岩を欠き，走向が東
西方向で，傾斜はより急で，「独自の累層」を構成す
ることに注目し，これを「古生界」の「古期団」あるい
は「漸移岩層」と考えた．
鈴木（1886a）は，関東山地の「古生統」のうち，南

部の小佛－小菅一帯に分布するものは粘板岩（往々，
千枚岩質）に富み，石灰岩・角岩を欠き，おそらく「古
生統」の下部を占めるものであろうと記した．この考
えは上記のナウマンの考えを踏襲したものであった．
原田（脇水訳, 1891）は，「小佛古生層」が主として

粘板岩と砂岩の複雑な累層［互層］からなると述べて
いるが，それを古生代とする特別な根拠があったわ
けではなかった．大分後になって，藤本（1951）は放

散虫化石から「小仏層群」を白亜系と推定した．関東
山地の「小佛古生層」は，現今では白亜紀の「小仏層
群」と古第三紀の「相模湖層群」を合わせたもので，
いずれも四万十帯に属する（酒井, 1987）．
原田（1888）は，前述のように関東山地の「小佛古

生層」が関東平野を越えて足尾山地や八溝山地にも
続くと考えた．しかし，岩相から見て，足尾・八溝両
山地の「小佛古生層」は，チャートを頻繁に挟む点で
同山地の「秩父古生層」と基本的には変わりはないの
で，この考えには無理があった．その後，藤本（1951）
による八溝山地からの三畳紀放散虫化石の発見や，
鈴木・佐藤（1972）による同山地南部からのジュラ紀
アンモナイト発見などの経緯を経て，現今では，これ
ら両山地の「小佛古生層」は同山地の「秩父古生層」
と同じく，内帯（足尾帯）のジュラ紀付加体とみなされ
ている．
大井川下流部の「小佛古生層」は，現今ではおおよ
そ四万十帯の「三倉層群」（Kano and Matsushima,
1988）に相当し，古第三紀の付加体と考えられてい
る．
Mesozoic（中生統）
阿武隈山地東縁（相馬地方）および米沢南方の小

分布が図示されている．
相馬地方のMesozoicは，原田（1888）には記述が

ないが，原田（脇水訳, 1892）には巨智部忠承による
発見としてこの地方に鳥巣式石灰岩があると記され
ている．その後，石川・松田（1899）以降，多くの地
質家により「相馬中生層」あるいは「相馬中村層群」と
呼ばれて研究された．砂岩・頁岩・石灰岩からなり，
二枚貝やアンモナイトを多産する．現今では中部ジュ
ラ系～最下部白亜系とされている（森, 1989）．
米沢南方のMesozoicは，原田（脇水訳, 1892）の

「八谷層」（凝灰質砂岩・頁岩）を指すものと思われる
（西山正吾の調査による）．現今では足尾帯のジュラ
紀付加体と考えられている（茅原, 1988）．
Jurassic（侏羅紀）
関東山地東縁の五日市付近に狭く分布する．鳥巣
式石灰岩層（模式地は四国佐川盆地鳥巣）を挟む頁
岩・砂岩互層からなる（原田, 脇水訳, 1892）．
Cretaceous（白亜紀）
秩父～南佐久地方のいわゆる山中

さんちゅう

地溝帯を構成
する白亜系である．大塚専一が東京大学の1886年度
の卒業論文（秩父・甘楽）で詳しく研究した．原田（脇
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水訳, 1892）は中部ジュラ系および中部白亜系として
いる．砂岩・泥岩・礫岩からなり，二枚貝やアンモナ
イトなど多様な動物化石を産する．それ以降，多数の
研究があり，現今ではすべて白亜系と考えられてい
る（武井ほか, 1986）．
Misaka-Series（御阪層［御坂層］）
甲府盆地南方の御坂山地，同盆地西方の駒ヶ岳山
脈・安倍山脈および同盆地東方の丹沢山地に分布す
るほか，三国・帝釈山脈一帯の数地にも散在する．
駒ヶ岳山脈および安倍山脈の「御坂系統」は横山

（1885）によれば，砂岩・粘板岩・凝灰岩のほか，石英
岩・蠻岩［礫岩］・石灰岩およびこれらに挟まれる
岩からなる．横山は，本層が赤石系統を不整合に覆
い，第三系に不整合に覆われることから，中生代では
ないかと考えた．鈴木（1886a）は御坂山地の「御坂系
統」が「中生代」の凝灰岩・凝灰角礫岩およびそれら
に挟まれる輝緑岩または 岩質の焼岩からなると述
べている．
本図では，安倍山脈南部［静岡市］に分布するもの
をTertiaryとして除外し，それ以外の「御坂系統」を
Misaka-Seriesとしている．原田（1888）は「御坂層」の
時代を白亜紀と推定した．現今の知識では，Misaka-
Seriesは，三国・帝釈山脈のものを含めて，大部分が
第三紀中新世の火山岩類・堆積岩類（丹沢層群・西
八代層群など）に相当し，一部に古第三紀の瀬戸川
層群を含む（尾崎ほか, 2002）．
Tertiary（第三紀）
関東平野縁辺部，新潟平野周辺部および他の海岸
平野や山間盆地に分布する．
新潟平野（西山油田地域）の第三紀層はライマン

（1882）により，秩父・日立の第三紀層はブラウンス
（1881）により，また安房の第三紀層は富士谷（1882）
により，それぞれの分布が報告されていた．その後，
富士川沿いの第三系（横山, 1885），丹沢山地周辺の
第三系（鈴木, 1886a）について，岩相・化石・層序関
係などが記述され，続いて1880年代後半には関東地
方南部の地質図幅が次々と出版された（第1図）．こ
れらにより，本地域南半部における第三系の分布が
一挙に明らかになって行く．一方，本図北半部地域
で地質図幅が出揃うのは1890年代になってからであ
る．会津や磐城地方における新第三系の広い分布が
示されたのは本図が最初であろう．
原田（1888）は，日本群島の第三系が凝灰岩や砂岩

を主とし，石英粗面岩・安山岩などを伴うと述べるに
とどまり，層序関係などについては全く触れていな
い．なお，房総・三浦半島に分布する上総層群の大
部分は現今では第四紀（前・中期更新世）のものと考
えられている．
Quartery（第四紀）
関東平野中央部，新潟平野，山間盆地，主要河川
沿いの低地に分布する．
ナウマンは，等高線図式の地形図がまだなかった

時代に，古地図などを用いて関東平野の海岸線の変
遷を論じた（ナウマン, 1879；杉原・横山, 1981）．ブ
ラウンス（1881）は武蔵野台地に分布する洪積層と海
岸・河川沿いの沖積層を区分した．しかし，本図全域
としては第四紀層に関する知見は不充分であったの
で，一色に塗られている．東京の地質図ができるの
は，本図発行の翌年，鈴木（1888b）によってである．
Granite（花崗岩）
阿武隈山地，飯豊山地，三国山脈北方，甲府盆地
周辺などに分布する．主たるものは黒雲母花崗岩で
あるが，角閃石黒雲母花崗岩，角閃石花崗岩，石英
閃緑岩などの岩相も存在する．これらはすべて中生
代に貫入したものと考えられた（原田, 脇水訳, 1892）．
現今では，甲府盆地北方の金峰山

きんぷさん

岩体（鈴木, 1886a）
と同盆地西方の甲斐駒ヶ岳岩体（横山, 1885）は第三
紀中新世の岩体である（尾崎ほか, 2002）が，他の花
崗岩は白亜紀の岩体であることが分かっている．飯
豊山地や五頭

ご ず

山地の花崗岩の分布は，現今知られて
いる分布（角ほか, 1985など）と較べても遜色がない．
三国山脈北方の花崗岩はかなり大きな岩体として描
かれているが，現今ではその地域に上越帯のペルム
系・変成岩や足尾帯の地層が見つかっている（山元
ほか, 2000；高橋ほか, 2004）．
Diorite（閃緑岩）
三国山脈一帯，筑摩山地，甲府盆地東方，丹沢山
地などに御坂層に伴って分布し，それを貫いている．
これらは石英輝石閃緑岩または黒雲母石英閃緑岩で
ある（原田, 脇水訳, 1892）．現今の知見ではその大部
分が第三紀中新世の岩体である．三国山脈一帯の閃
緑岩は本図ではやや過大に描かれているが，現今で
は，その地域には中新世の石英閃緑岩のほかに，ペ
ルム紀の「中ノ岳変はんれい岩体」，同「谷川岳超苦
鉄質岩体」，三畳紀の「奥利根層群」，白亜紀の花崗
岩類などの先新第三系が分布することが知られてい
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る（竹内ほか, 1994；山元ほか, 2000）．三国山脈およ
びその北方一帯は只見川および魚野川源流の人跡稀
な峡谷部であり，この当時調査が及ばなかったとして
も無理はない．
Serpentine［Serpentinite］（蛇紋岩）
房総半島の鴨川からその西方にかけて狭く帯状に
分布する．本岩は富士谷（1882）が最初に発見し，巨
智部（1888a）によって詳しく調べられた．原田（1888）
はSerpentineの分布から，鴨川から三浦半島中央部
を経て丹沢山地にいたる「震動起原線」（断層線）を
引いている．現今では，この帯状地帯は「葉山－嶺岡
隆起帯」と呼ばれ，古第三紀の「嶺岡層群」，前期中
新世の「保田・葉山層群」および苦鉄質～超苦鉄質
岩類から構成され，これらのうち「嶺岡層群」は四万
十帯の「瀬戸川層群」に対比されている（近藤, 1986
など）．蛇紋岩は大井川流域の「秩父古生層」・「小佛
古生層」中にも点在するが，小岩体なので第7図では
省略した．
Diabase（輝緑岩）
凡例にはあるが，本図には該当する分布は見つか

らない．Porphyrite（後述）に一括されたと考えられ
る．
Porphyry（斑岩）
阿武隈山地東部および足尾山地北部に分布する．
阿武隈山地東部のPorphyryのうち，「相馬中生層」
に近接する岩体は，現今では前期白亜紀の「高倉

たかのくら

層」
（山元ほか, 1989）と呼ばれ，安山岩・デイサイト・流紋
岩溶岩および火砕岩からなる．他のPorphyryの岩体
が現今の何に相当するかは分からない．
足尾山地北部のPorphyryは，「石英斑岩」（原田, 脇
水訳, 1892）とも呼ばれた．現今では白亜紀～古第三
紀の「奥日光流紋岩類」（河田, 1966）あるいは「いろは
坂溶結凝灰岩」（矢内, 1972）と呼ばれ，流紋岩～デイ
サイト溶結凝灰岩からなる．
Porphyrite（ 岩）
筑摩山地および伊豆半島南部に分布するほか，甲
府盆地周辺のMisaka-Series中に層状に挟まれてい
る．
筑摩山地のPorphyriteは，現今の閃緑斑岩などの
新第三紀貫入岩に相当する（中野ほか, 1998）．
伊豆半島南部のPorphyriteは，西山（1884）のDia-
base porphyriteを踏襲したものであろう．現今ではお
およそ「湯ヶ島層群」の変質した安山岩類に相当する

（盛谷, 1988）．
Misaka-Seriesに挟まれる層状のPorphyriteは，横
山（1885）が「 岩」，鈴木（1886a）が「 岩・輝緑岩」
と呼んだものであり，現今では新第三紀の玄武岩～
安山岩の溶岩類に相当する（尾崎ほか, 2002）．第7図
では，これらはMisaka-Seriesとして一括した．
Volcanic rock（火山岩）
那須火山，上信越の火山群，八ヶ岳火山群，富士
火山，箱根火山，大島火山などの第四紀火山岩類か
らなる．原田（1888）は，本図の火山を東から，那須
噴火脈，岩木噴火脈，弥彦噴火脈およびこれらに斜
交する富士帯の噴火脈と呼んだ．上記の火山群は，
現今では東日本火山帯（杉村, 1958）として一括されて
いる．なお，佐渡島，会津地方，長野市付近，静岡市
付近などでVolcanic rockとされている部分は，現今
では新第三紀の火山岩類であることが明らかになっ
ている．
本図右下の挿入図に示された伊豆七島および小笠
原諸島はすべてVolcanic rockとして一色に塗色され
ている．鈴木（1885）は小笠原諸島父島群島を巡回し
て，同群島を構成する火山岩を輝石富士岩［安山
岩］・輝石富士岩玻璃［ガラス］・石英輝石富士岩・玄
武岩に分類している．その後，菊池（1888）は小笠原
諸島が活火山ではないこと，軟体動物・有孔虫・珊
瑚虫化石を含む石灰岩を伴い（父島），安山岩はガラ
ス質石基に斜方輝石を含む（父島）ことなどの貴重な
報告をしている．後にこれらの安山岩はBoninite（無
人岩）と呼ばれ，古第三紀の火山岩であることが明ら
かとなる（Petersen, 1891）．

6．「予察東部地質図」の意義

（1）「予察東部地質図」は，ナウマンの調査資料や
東京大学の卒業論文などを参考にして，1882～
1884年の延べ10人の地質調査所員の調査によっ
て作成され，最終的には原田豊吉の編集により
1887年に英文および和文で印刷，出版された．こ
れは当時の日本人地質家が総力を挙げて刊行し
た初の広域地質図といえよう．

（2） 本図には赤石山脈や三国山脈など，標高が高
く（2,500m－3,000m級），深い峡谷に刻まれた人
跡稀な地域が含まれ，踏査は極めて困難であっ
たと思われる．赤石山脈横断の記録（横山, 1935）
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はそれを伝えるほとんど唯一のものである．この
ような地域を含めて，全域をバランスの取れた地
質図として完成させた点で，本図は極めて貴重な
資料である．

（3） 本図における地質区分は，「予察東北部地質
図」のそれを引き継いではいるが，日本群島の基
盤にGranite gneissおよびGneissを加えたこと，
「古生層」をChichibu SystemとKobotoke System
に二分したこと，「中生層」からジュラ系および白
亜系を分離，独立させたこと，Misaka-Seriesおよ
びSerpentineを新設したことなどが，それと異な
っている．Kobotoke Systemを「上部古生層」とし
たことは，ナウマン（1885）からの一歩前進であり，
後の「四万十帯」への展開を予感させるものであ
るけれども，それを足尾山地や八溝山地にまで延
長した点は後々まで問題を残した．

（4） 本図によって赤石山脈（北北東方向）と関東山
地（西北西方向）の「古生層」の地質構造が，八ヶ
岳－甲府盆地－富士山－伊豆半島を結ぶ線を中心
として「八」の字状に大きく折れ曲がっていること
が明らかにされた．この構造の解釈は，ナウマン
の後生的屈曲説，原田の初生的対曲説と大きく
異なり，関東地方全域の地体構造としてもナウマ
ン説の方が原田説よりも屈曲の度合いが著しい
（第7図の破線A, B）．いずれにせよ，東西日本の
境界領域の特異な構造を地質図として示したの
は本図が最初である．

（5）「予察東部地質図」調査の副産物として，横山
（1885），鈴木（1886a, b）などの独立した論文が発
表され，また予察地質図と同時並行的に進めら
れた地質図幅調査によって本図南半部地域にお
いて約10葉の20万分の1図幅が出版された．こ
のようにして，1880年代末には南関東地域の1次
的地質情報がほぼ出揃ったことになる．1880年代
～1890年代初めのナウマンや原田の議論は，い
ずれも関東地方を主な舞台として展開された．

京都大学大学院人間・環境学研究科長は「東部予
察地質図」原画像を利用することを許可された．酒井
彰氏からは関東山地の地質について，また鈴木尉元
氏からは房総半島の地質についてご助言をいただい
た．北海道大学総合博物館の在田一則氏からは原田
豊吉の原論文を見せていただいた．産総研地質情報

センター地質資料管理室の中沢都子氏からは貴重本
の閲覧について，また東京大学理学部地球惑星環境
学科図書室の谷ゆき氏からは同教室別棟書庫の閲覧
に関してお世話になった．武井 朔氏は本原稿を読
んで貴重なるご批判，ご助言をいただいた．上記各
位に深甚なる謝意を表する．次回は「予察中部地質
図」を取り上げる．
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